
地域医療連携推進法人尾三会の定款変更（潜在看護師再教育等事業）について 

 

 地域医療連携推進法人尾三会（以下「尾三会」という。）において、愛知県地域医

療構想を実現するため、資質の高い保健医療従事者の養成を図る必要があることから、

定款第５条の医療連携推進業務に有料職業紹介事業を追加する。 

 

１ 事業の目的 

  尾三会において、参加法人へ潜在看護師の職業紹介を行い、人材確保を図るとと

もに、資質の高い保健医療従事者を養成するため、潜在看護師に対して、参加病院

である藤田医科大学病院で看護技術修得を目指した再教育研修を実施する。 

 

２ 事業の概要 

  尾三会は、看護実践に不安がある潜在看護師からの職業紹介の申込みを受け、求

人申込のあった参加病院とのマッチングを行う。 

参加病院と潜在看護師において雇用契約が締結した場合、尾三会は、当該看護師

に対して委託先である藤田医科大学病院において再教育研修を実施する。 

雇用契約締結後、参加病院は尾三会へ職員紹介・研修費用として「人材紹介手数

料」を支払い、尾三会は藤田医科大学病院へ「再教育事業委託料」を支払う。 
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       ※⑤の雇用契約締結後、B病院は再教育期間中も潜在看護師へ給与を支払う。 



 

資 料 ５ 



 

 

 

 

 

 

【参考】 

 

平成２９年３月２９日愛知県医療審議会医療体制部会における地域医療連携 

推進法人の認定及び代表理事の選定の認可に対する付帯決議文 

 

地域医療連携推進法人が業務を行う医療連携推進区域は、地域医療構想区域と整合的

になるよう定めることが原則であり、２以上の構想区域にわたる医療連携推進区域を定

める場合にはその理由と必要性について十分精査することが必要であると規定されて

いる。 

今回の認定審査対象法人は愛知県下の７つの構想区域に及ぶものであるが、平成２９

年３月２９日の医療体制部会での質疑応答は、この点で各委員の疑念を払拭するに至っ

ていない。 

地域医療構想の本来趣旨に基づけば、多数の構想区域にまたがって業務を行おうとす

る今回の認可審査対象法人の存在は、各構想区域における自主的な取り組みを阻害し、

参加法人とそれ以外の機関との無用な競争を助長することが強く懸念される。 

愛知県の地域医療構想達成のため、不断の努力を続けている各地域の医療関係者の努

力が毀損されることがないように、万全の配慮がなされるべきである。 

 

今回申請された地域医療連携推進法人は、以下の二点を付帯決議事項として認可する

ものである。 

 

 

１ 本法人はその参加法人と業務範囲が多数の構想区域にまたがる地域医療連 

携推進法人であるため、その法人の事業運営にあたっては、それぞれの構想 

区域の医療関係者が、地域医療達成に向けて現在すでに行いつつあり、将来 

行うとしている取り組み内容を十分に理解し尊重すること。 

 

２ 法人運営がその理念通り適切に運営されている状況について、愛知県医療 

審議会医療体制部会に、毎年報告すること。 

 



 

 

 



 

 


